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V = Rl を l次元の Euclid空間とする. W を有限で既約な鏡映群とし, 鏡映
群W の V への作用は効果的であるとする. さらにWΣを鏡映群W の放物型

部分群として, V ′ をWΣ が効果的に作用するベクトル空間とする. この論文
では, 鏡映群W から定まる判別式 (discriminant)∆とW から定まる (圏的)
商空間上の原始的ベクトル場 ξを用いて, V ′から V へのWΣ同変な埋め込み

写像を構成する.
A(W )を, 鏡映がW の元になっている超平面全体の集合とし, W に関する

鏡映面配置と呼ぶ. (W,Γ)をW のCoxeter系とし, Dを (W,Γ)のW -作用に
関する基本領域とする.

Kを体R, Cのいずれかとし, VK := V ⊗Kとする. Rを鏡映群の不変式環
とすると, Chevalleyの定理により, 代数的に独立な斉次不変多項式 γ1, . . . , γl

(deg γ1 ≤ · · · ≤ deg γl)が存在して, RはR = K[γ1, . . . , γl] と書き表すこと
ができる. ここで, この生成元集合を以下 1つとって固定する.
ここで商写像 π : VK → Kl を π(z) = (γ1(z), . . . , γl(z))とする. この写像
の値域 Kl を VK の圏的商空間とよび, 以下 ṼK と書くことにする. ここで,
ṼK の γl 方向のベクトル場は原始形式や平坦構造の理論における, 原始ベク
トル場となる ([Sal1], [Sal2]). 以下 ξで ṼK の原始ベクトル場を表すことにす
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る. また, p : ṼK → Kl−1を原始ベクトル場の方向に関する射影とし, この写
像の値域を TK = Kl−1 と書くことにする. ここで, D := π(D) ⊂ ṼR, E を

p ◦ π(D) ⊂ TR の内点集合とする.
ここで, W の判別式 ∆を ∆ :=

∏
H∈A(W ) `2H . とおく. ここで, `H は超平

面 H を定義する 1次式とする. ∆ ∈ Rなので, 圏的商空間 Ṽ の中に判別式

の零点集合DW := {∆ = 0}を定める. このとき判別式∆は, W の各生成元

σ ∈ Γに対応する ĒW 上の 1価解析関数 ϕσ が存在して

∆ = c
∏

σ∈Γ

(γl − ϕσ(γ1, . . . , γl−1)) in p−1(Ē)

と書き表される ([Sai3]). 原始ベクトル場 ξ は判別式の零点集合 DW の正規

点集合と横断的であることから, 解析関数の零点集合 γl−ϕσ = 0を原始ベク
トル場に沿って動かした像 γl − ϕσ = ±εは実基本領域の商 Dとの共通部分
は l− 1次元の実半解析的集合になる. ε ∈ Rに対して, p−1(ĒW )上で定義さ
れる半解析的集合 Lσ(ε)を

Lσ(ε) := {(γ1, . . . , γl)|γl − ϕσ(γ1, . . . , γl−1) + ε = 0},

とおく. また, σ ∈ Γに対して符号 ±1を次のように定める.

sgn(σ) = ±1 if Lσ(∓1) ∩ D 6= ∅.

Γの部分集合 Σに対して Ṽ 上の実解析的集合 LΣ ⊂ p−1(Ē), および V 上の

半解析的集合 LΣ ⊂ V をそれぞれ次のように定義する.

LΣ :=
⋂

σ∈Γ\Σ
(−sgn(σ))Lσ

LΣ :=
⋃

w∈WΣ

w.
(
(πW |D)−1(LΣ)

)

この半解析的集合 LΣ はW の部分群としてのWΣ 作用に関して不変である.
この半解析的集合 LΣを像とする V ′から V へのWΣ-同変な埋め込み写像を
構成することができた.

Theorem 1. Σを Γの真部分集合とし r = |Σ|とする. WΣ を Σで生成さ
れるW の放物型部分群とする. V ′ = Rr をWΣ が効果的に作用する Euclid
空間とする. このとき, 同相な埋め込み写像 ιΣ : V ′ ↪→ V で, 次の性質を満
たすものが存在する.

1. ιΣ(V ′) = LΣ で ιΣ は V ′ と LΣ の間の同相写像を与える.
2. 写像 ιΣは V ′の鏡映面配置A(WΣ)の補空間 V ′ \∪H∈A(WΣ)H を V の鏡

映面配置 A(W )の補空間 V \ ∪H∈A(W )H にうつす.
3. H ∈ A(WΣ)を鏡映面とし, w ∈ WΣ を H に関する鏡映とする. このと
き, ιΣ は超平面H を A(W )の超平面H ′ の中にうつす. このとき, この
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超平面H ′ に関する鏡映 w′ ∈ W は自然な単射準同型WΣ ↪→ W を通し

て wと同一視される.
4. 写像 ιΣ はWΣ 作用に関して同変である.

特に |Σ| = l − 1 の場合は上の 2. から 4. を満たす滑らかな半解析的写像
Ψj : V ′ → V であって, 像 Ψj(Rl−1)が Rl−1 と微分同相になるものが存在

する.

これら定理により, Artin群のコホモロジーに関する系が得られる.
ここで, 鏡映群 W の Artin 群 W̆ とは, 複素化した鏡映面配置の補空間

M(A(W )) := (V ⊗ C) \ ∪H∈A(W )(H ⊗ C)のW -作用に関する商空間の基本
群 W̆ := π1 (M(A(W ))/W ) である. 上の写像 ΨΣ は性質 1. 2. から, 超平面
配置によって定義される面分の組み合わせ的な構造を保つ. それにより埋め込
み写像ΨΣは Salvetti複体XW ([Sal1], [Sal2])の埋め込みΨ∗Σ : XWΣ ↪→ XW

を誘導する. これにより, 次の系が得られる.

Corollary 2. 埋め込み写像ΨΣはArtin群 W̆ と W̆Σの整係数コホモロジー

の間の準同型写像 Ψ∗j : H∗(W̆ ;Z) → H∗(W̆Σ;Z).を誘導する.
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